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図 5－ａ．潟前・黒倉B遺跡における黒曜石製遺物の判別図（Rb分率）

図 5－ｂ．潟前・黒倉B遺跡における黒曜石製遺物の判別図（Sr 分率）
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秋田県田沢湖産出黒曜石の岩石学的特徴・形成年代と潟前・黒倉 B 遺跡出土の黒曜石製遺物の原産地推定
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～ 014）の２つに分かれるが、このうち前者のグ
ループが表２‒ａ・ｂでの定量分析値と対応する。
大沢産地の黒曜石礫については、石器石材として
は不向きで積極的に使用されなかったと考えられ
るので、以後の判別図に加えていない。
５）黒曜石製遺物の測定結果と考察
　潟前遺跡４試料（AKH‒１~４）、黒倉 B遺跡
２試料（AKH‒５・６）の計６点（AKH‒１~６）
の黒曜石製遺物（図４）について原産地推定を行っ
た（図５‒ａ・ｂ）、（表６）。その結果、潟前遺跡
では３点が北上系 A、１点が豊浦系と判別された。
黒倉 B遺跡では北上系 Aが１点、岩木山系が１
点であった。このうち計算されたマハラノビス距
離が大きい北上系 Aと判別された遺物（AKH‒２）
１点と、北上系 A以外の原産地と判別された遺
物（AKH‒１、５）について再測定を行った。そ
の結果でも原産地の判別成果は同じであった。な
お、潟前遺跡の遺物（AKH‒２）で豊浦系と判別
された試料は、試料汚染の関係などから北上系 A
である可能性も否定できない。黒倉 B遺跡の遺
物（AKH‒２）については、関東・中部地方の原
産地についても検討したが、判別は出来なかった
（霧ヶ峰地区西霧ヶ峰系の可能性を検討）。

７�．東北地方における黒曜石原産地と先史時代に

おける流通

１）北上川流域と田沢湖畔の黒曜石原産地
　東北地方における黒曜石原産地として、北上地
区における北上系Aの雫石、水沢、花泉などの地
域に田沢湖が追加された（なお北上系 Bは花泉に
おいて僅かの黒曜石が含まれる）。これらの黒曜
石産出地は、いずれも北上川流域の丘陵地を構成
する鮮新世以前の火砕流堆積物や河成堆積物で、
その後に形成された扇状地や河岸段丘の基盤の地
層から円礫～亜円礫（またはその破片）として採
取できる。しかし、これらの堆積物中に含まれる
黒曜石の数量は極めて少ない。
　北上川流域に南北に連なる盆地の縁辺に分布す
る丘陵地や台地を構成する鮮新世 ~前期更新世の
砂礫層中には、黒曜石礫が認められる。奥州市水
沢地区の胆沢扇状地折居付近、一関市花泉町金沢、
老松、日方、真滝、滝沢などの丘陵地を構成する

砂礫層（滝沢層；中川、1961）に黒曜石の小礫が
砂礫層に含まれている（佐島 1975、井上 1989、佐々
木 1997、向井 2006）。黒曜石礫の特徴は、北上川
上流部で大きく、下流部で小さくなる傾向にあり、
下流ほど円磨度が増す。
　いずれの黒曜石礫の表面も不透明灰色の被膜で
覆われていたり、虫食い状のくぼみが認められた
りする。内部については、新鮮な黒色のガラス光
沢を示すものも多いが、やや透明度の低い灰黒色
のものも含まれる。なお、これら北上川沿いの地
帯では、いわゆる仙岩地域の火山群が供給地とし
て想定できる。
　これらの地域から産出する黒曜石については、
高橋ほか（2001）、吉谷ほか（2001）、金成ほか
（2010）、佐々木（2012）による蛍光Ｘ線分析装置
による化学組成比により、２～４つのグループに
識別されている。佐々木（2012）は岩手県奥州市
水沢・折居、同一関市花泉町金沢・五合田・日形・
日形山で採取した黒曜石について、望月（1997）
の測定方法により、化学分析を行っている。その
結果、北上川系はⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（小赤沢、折居、
花泉）の 4つのグループが識別できるとした。報
告書中に示された各種元素の積分元素比では、高
橋（2001）の北上折居１・２群は金成ほか（2010）
の北上系Ａ群に属するが、北上折居 3群は北上系
B群とは一致しない。向井（2006）の EPMAに
よる化学分析では、岩手Ⅰ（雫石―水沢地域）、
岩手Ⅱ（水沢―花泉地域）、岩手Ⅲ（花泉地域）
の各組成グループに分けたが、このうち岩手Ⅰが
北上系Aにあたる。これらの化学分析の成果を検
討すると、田沢湖、雫石、小赤沢のほか、折居、
花泉から産出する黒曜石の一部が北上系 Aに属す
ると考えられる（図６・表７）。
　このほか北上川流域では、高橋ほか（2001）に
よって、折居だけに認められる黒曜石の存在も報
告されている。また、佐島（1974）は胆沢川上流に、
鈴木（1984）は和賀川上流にも黒曜石の産出地が
あることを示唆している。
　北上川流域の各産出地からの黒曜石礫の大き
さ、産出数、地層の含有比率、分布面積から、佐々
木（2012）は、北上川系に属する黒曜石の噴出量
はあまり多くなかったと推定しているが、そのな
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図 6　北海道・東北地方における黒曜石原産地
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表７　黒曜石原産地名称
北海道地方

地区 系 産出地 記号
名寄地区 名寄系 忠烈布川

智恵文川
下川橋
朝日川

AKI2 ｂ
NYR1
NYR2
NYR3

白滝地区 白滝・赤石山系 赤石山
流紋沢川
八号沢
幌加沢
球顆の沢
幌加蜂の巣沢
幌加沢遠間地点
湧別川河口

STR1ÃC/SRA1
SRR1
STR2
STR3
STR8
STR9
STR10
OHT1

白滝・十勝石沢系 十勝石沢川（下流）
十勝石沢川（本流）
流紋沢川
幌加湧別川（野宿の沢 1）
幌加蜂の巣沢
湧別川河口
あじさいの滝
IK 露頭

STR6A/STI1
STR6B/STI1
SRR1
STR7
STR9
OHT1
SAJ1/2/2 ｃ
SIK1

社名淵地区 社名淵系 サナブチ川
湧別川

SYB1/SNB1
ENG1

生田原地区 生田原系 仁田布川
背谷牛山

IKT1/2
IKT2

置戸地区 置戸山系 置戸山，訓子府川 OKT2A/2
所山系 所山，オンネアンズ川，墓地の沢川 OKT1

ケショマップ地区 ケショマップ系 ケショマップ川
七ノ沢（武利川）

OKT3/3B
OKT4

旭川地区 旭川系 高砂台
近文台

ATG2/ASK1
ATG2/ASK2

滝川地区 滝川系 秩父別
江部乙
大和
美馬牛

TTB1
TEB1
TST1
TMU1

十勝地区 上士幌系 十一の沢
タウシュベツ川
居辺川
芽登川
旭ヶ丘牧場

TKT1B/TKJ1
TKT1A
TKT3/5
ASR1B
ASR2

美蔓系 鎮練川，十勝川，佐幌川 TKB1
赤井川地区 赤井川系 土木川 AKI2A
豊浦地区 豊浦系 豊泉 TYU1

東北地方
地区 系 産出地 記号

小泊地区 小泊系 小泊中学校
折腰内

KDM1
KDM2

西青森地区 西青森系 鷹森山
天田内川
新城川

TKM1
AMT1
SNJ1

岩木山地区 岩木山系 出来島
鳴沢川
鶴ヶ坂
中村川

DKJ １
NRS1
TRS1
AHN1/2

深浦地区 深浦系 六角沢
岡崎浜

FKU1
FKU2

男鹿地区 男鹿系 金ヶ崎
脇本

OGA1
OGA2

北上地区 北上系（北上系Ａ） 田沢湖
小赤沢
折居町
花泉町

TAZ
KAZ1
MZS1
ITN1

月山地区 月山系 上野新田
長防山
大越沢（なるさわ橋）

GSS3
GSS5
GSS6

湯の倉地区 湯の倉系 湯の倉A・B地点 YNK1/2
色麻地区 色麻系 東原 SKM1
秋保地区 土蔵系 土蔵，馬場町北 TTK1

馬場町北系 土蔵，馬場町北 TTK1
蔵王地区 四方峠系 四方峠，塩沢 ZAO1/2

前川系 前川 ZAO3
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図 7　遺跡分布図（遺跡Noは表８に対応）
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かでは田沢湖産が属する北上系 Aが最も多いと考
えられる。いずれにしても、北上川流域の丘陵地
を構成する中新世～鮮新世の地層に含まれる黒曜
石礫は、複数の噴出源から供給されたことが考え
られ、今後も黒曜石産出地の調査を継続する必要
があるとともに、各分析機関における黒曜石産地
推定の分析成果をクロスチェックすることも必要
である。
２ ）秋田県内における旧石器時代から縄文時代に
かけての黒曜石利用の概要
　秋田県は西は日本海、東は脊梁山脈である奥羽
山脈で岩手県と、北は白神山地で青森県と、南は
鳥海山で山形県と接する。北・東・南の三方が分
水嶺となって、他県域との境界をなしており、自
然の境界と行政区画が一致しているため、秋田県
という行政単位を考古学的検討対象地域とするこ
とは、自然生態地理学的にもある一定の意味は有
するだろう（冨樫 1985）。
　秋田県内の旧石器時代および縄文時代の遺跡
で、黒曜石製遺物の産地推定分析結果が報告され
ている事例を表８に掲げる。
　後期旧石器時代に関しては吉川（2009）で、東
北地方産黒曜石の利用状況を検討したことがあ
る。東北地方の後期旧石器時代前半期（吉川編年
の第Ⅰ～Ⅲ期：吉川 2014）には深浦産黒曜石が優
勢であったが、後半期（同第Ⅳ期）に至り男鹿産
黒曜石の利用が深浦産に次いで始まる。とくに岩
手県下

お ろ せ

嵐江Ⅰ・Ⅱ遺跡の槍先形尖頭器石器群、新
潟県樽口遺跡の北方系細石刃石器群で男鹿産黒曜
石のまとまった利用が認められるのは特記され
る。なお、秋田県内の旧石器時代遺跡で男鹿産と
推定された資料は今のところない（吉川 2007）。
　縄文時代の黒曜石利用については原石が小形で
あるため、石鏃や楔形石器、拇指状掻器などの素
材となることが一般的である。秋田県域では、男
鹿産黒曜石が縄文時代を通じて主要な産地である
が、流域・地域によって利用産地構成に一定の傾
向が伺える（表８）。つまり、秋田県北部の米代
川流域では北海道赤井川産や青森県岩木山産・深
浦産といったより北方の産地利用が、同県中央部
～南部の雄物川流域や子吉川流域では岩手県雫石
産や宮城県湯ノ倉産、山形県月山産、長野県霧ヶ

峰産・和田峠産など、より南方の産地利用が確認
できる。そうした傾向に時期との相関関係は見当
たらない。とくに赤井川産は米代川上流域に、湯
ノ倉産・霧ヶ峰産は雄物川上流域～子吉川流域に
今のところ限られて出土している。
　ところで、東北地方北部の隣接県である青森県・
岩手県の状況はどうであろうか。青森県三内丸山
遺跡の黒曜石利用をとくに石鏃形態との関連で検
討した齋藤岳は、黒曜石産地毎に石鏃形態が異な
る傾向にあることを指摘し（齋藤 2007）、また中
期以降に遠隔地産の黒曜石利用が高まることを示
唆した（北の縄文研究会 2012）。また、福田友之
は青森県内の後期旧石器時代から縄文時代の黒曜
石製石器の産地について検討し、縄文時代中期以
降、深浦産が殆ど用いられず出来島産に取って代
わることを指摘している（福田 2008）。あわせて、
赤井川産を中心とした北海道産黒曜石がまとまっ
て認められることについても言及している。岩手
県域では米田寛により旧石器時代から縄文時代ま
での黒曜石利用の実態がまとめられている（米田
2007）。後期旧石器時代には利用されない北上川
流域の黒曜石、とくに「花泉」産の利用が縄文時
代では専らで、しかも中期後葉以降に急増するこ
とが指摘されている。
　秋田県では三内丸山遺跡のように一遺跡内で産
地別・時期別黒曜石利用のあり方を量的に把握で
きる資料群は今のところなく、時期別の産地動向
を指摘することはあまり出来ず、むしろ原産地と
消費地の距離上の相関関係がありそうであった。
岩手県域でも南部では宮城県湯ノ倉や山形県月山
産の黒曜石利用が見られるようであり（米田前
掲）、青森県域における北海道産黒曜石の利用が
秋田・岩手両県域より多いこととあわせて、共通
した様相かもしれない。
　秋田県内の黒曜石製石器の出土点数を見ると、
縄文時代中期末～晩期にかけて急増する傾向にあ
り、これは隣接県と同様である。とくに後晩期は
墓域との関連が推察され、利器とは異なった黒曜
石利用のあり方を筆者は考えている８）。
　本県を含む東北地方では石器原料として珪質頁
岩が中心であるため、黒曜石の検討はさほど進ん
でいないが、産地推定分析が可能な黒曜石の利用
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状況を概観するだけでも、以上のような傾向を指
摘できる。今後は既出土品を含めて産地推定分析
を推進する必要がある。
３ ）黒曜石産地推定分析と石材採取地の特定に関
する課題

　前項までの状況を踏まえて、本分析報告に関す
る考古学的な成果と課題についてまとめる。
① 田沢湖畔での黒曜石産地の発見により、黒曜石
産地が日本海側の内陸部（奥羽山脈西麓域）で
確認されたことは、とくに先史人類による黒曜
石資源の開発と流通の問題において特筆される。
② 春山産・大沢産ともにいわば「二次的な産地」（堤
2004）である。今後、「一次産地」、すなわち露
頭の探索が必要である９）。とくに大沢産は角礫
であり、採取地周辺に噴出源のある可能性が高
い。

③ 春山産地は北上系Ａと同一噴出源と推定された。
このことは、奥羽山脈を挟んで岩手県北上川流
域と秋田県田沢湖畔といった、広域に及んで黒
曜石原石が分布するということを示している。

④ 春山産地のものは、潟前遺跡・黒倉 B遺跡の両
遺跡で北上系 Aとの分析結果が出たため、春山
産地は、縄文時代中期には利用されていた可能
性が高くなった一方、不純物を多く取り込む大
沢産のものは今までのところ利用された痕跡は
見当たらない。大沢産黒曜石の利用の有無につ
いて、今後、注視すべきである 10）。
⑤ これまでに「雫石産」と推定された石器につい
て、採取地が北上川流域か田沢湖春山か分から
ないという新たな問題が浮上する。たとえば秋
田県域では、雄物川流域の戸平川遺跡、松木台
Ⅲ遺跡、堀ノ内遺跡、子吉川流域の智者鶴遺跡
で雫石産との推定結果が出されている黒曜石が
あり（第８表）、これまでの理解では奥羽山脈
をまたいだモノの流れが想定されていた。しか
し、奥羽山脈をまたがずに、さらには戸平川遺
跡・松木台Ⅲ遺跡・堀ノ内遺跡にいたっては、
田沢湖畔と同じ雄物川水系内での動きに収束す
る可能性が出てきた。

　特に③と⑤の問題については重要な課題を提起
している。産地推定分析はあくまで噴出源の特定
を目指したものである。しかし、考古学的研究に

おいて重要なのは、当時の人々がどこで石材を採
取したかということである。従来「点的分布」を
示すと述べられてきた黒曜石についても、北上系
Ａに関しては奥羽山脈という自然の大きな障壁を
含んだ広範囲に原石が分布するということを示す
結果が得られた（図６）。これは従来の産地推定
分析の限界を示したことになり、先史人の黒曜石
原石採取地の推定には、北上系Aの各地点の原石
形状とサイズ、礫面の状況などの肉眼観察により
識別が可能かどうかというところを今後検討して
いかねばならない。その上で、果たして遺跡内出
土石器の採取地を推定できるかどうか。加工され
てしまえば、推定はほぼ不可能であろうが、原石
の状態で搬入されるか、礫皮膜が残されていれば
推定できる可能性は高まるかもしれない。
　以上のような課題を提起し得たのも本報告の大
きな成果であり、今後、調査を継続することによっ
て、課題を克服していかねばならない。

おわりに

　田沢湖畔産出の黒曜石に関しては、上述のよう
にまだまだ多くの課題が山積している。それらの
一つ一つについて今後、地道に検討していかなけ
ればならない。また、広大な東北地方では他にも
未発見の黒曜石原産地の存在がまだ予測される。
関係諸学の研究者・機関等が連携して情報を共有
しながら、さらなる探索を進めていくべきであろ
う。
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註

１）「黒曜石」は岩石名称として「黒曜岩」とす
べきところであるが、長年の考古学界の慣習
に習い「黒曜石」の名称を用いた。考古学分
野における「黒曜石」の定義や用語の使用方
法は、明治大学文学部（2014a・ｂ）に記載
してある。なお、考古学分野で使用される石
器の岩石名称は俗称または発掘現場での仮称
で記載されることがあり、明らかな誤りも認
められる。

２）筆者の 1人、杉原が採取した黒曜石片（長径
約 3cm）は、遊覧船乗り場から南へ約 400 ｍ
の地点で、これも洗い出しによるものと考え
られる。

３）なお黒曜石礫の産出原が田沢層の下位で、田
沢湖の湖底に露出する宮田層・松葉層（上田
1963、臼田ほか 1985、秋田県農政部農村振興
課 1991）などに由来する可能性もある。　

４）全岩化学組成の測定は、（株）蒜山地質年代
学研究所の郷津知太郎氏による。

５）K-Ar法による年代測定は、（株）蒜山地質年
代学研究所の八木浩二氏による。

６）田沢湖の南東約 5kmにある相内沢沿いには、
高さ 20 ｍに及ぶ大露頭があり、ここでは最
大直径 5m前後の巨大な流紋岩質の岩塊（集
塊岩）を不規則に含む火山砂礫が認められる。
その噴出源は、極めて近くにあると考えられ、
鹿野ほか（2008）が記載した通り田沢湖カル
デラにあると考えられる。

７）なお、基準試料の測定強度比の平均値および

各原産地（重点）間のマハラノビス距離は、
明治大学文学部（2014a）の記載を参照して
頂きたい。

８）土坑墓群と捨て場で構成される秋田市戸
とびらかわ

平川
遺跡（秋田県教委 2000）や湯沢市堀ノ内遺
跡（秋田県教委 2008）では、まとまった黒
曜石が認められる。資料を実見した結果、原
石を両極打法によって打ち割った結果生じる
「楔形石器」と剥片類が中心なっている。特
定の石器を製作した痕跡というよりも、葬送
儀礼に関する行為と捉えた方が妥当かもしれ
ないが、今後の検討課題である。また、縄文
時代前期後半の大館市池

いけない

内遺跡（秋田県教委
1999）では、黒曜石製石匙がまとまって出土
しているが、それらは刃部の作出が認められ
ず、儀器的なものと考えられる。このように、
特定の時期の東北地方では黒曜石利用に非実
用的側面があったことをうかがわせる。

９）東北地方で現在確認されている黒曜石原産地
は殆どが二次的産地である。田沢湖春山産地・
大沢産地に限らず、東北地方においては露頭
の探索が必要であると同時に、先史人が露頭・
二次的産地のどちらで黒曜石を採取していた
のかをも検討しなければならない。

10）大沢産黒曜石は球顆を多く含むため石器製作
には不適切であるが、だからといって縄文時
代の人々が利用しなかったと結論づけるのは
早計である。註 8でふれたように、石器製作
のためだけに黒曜石は供されるものではな
く、琥珀なども含めた光り輝く石材は、原石
や小破片のままでも流通することが各地で報
告されている。
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